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緒 言
現代社会では過剰な栄養摂取とそれに伴う過体重
や肥満が問題となっている一方で，過剰な「身信
仰」に端を発する栄養不足や，そこに端を発して生
じる拒食症や過食症などの摂食障害（嚥下障害等の
身体機能的な摂食障害と区別するため，近年では中枢性
摂食異常症と呼ばれることもある）も問題となってい
る。これらの摂食障害の主要な症状の一つに体重や
体型についての歪んだ認識（極端なやせ願望，ボディ
ーイメージの障害などを含む）があるとされている1）。
一方で，宮崎ら2）は約40％の女子大学生が，スト
レスやダイエットなどが原因で自己否定感をもち拒
食過食へとつながる摂食障害予備群といえること
を報告した。これはすなわち，医療機関で中枢性摂
食異常症と診断されていない一般の女子大学生にお
いても，体重や体型についての歪んだ認識がみられ
る可能性があることを示唆している。
ボディーイメージの障害のうち，自己の体重体
型についての体系的な歪んだ認識は自己の「身体イ
メージの歪み（bodyimagedistortion）」と表現さ
れる3）。この自己の「身体イメージの歪み」という
問題について，摂食障害や食行動異常との関連，年
齢や性別による違いなどを示す先行研究4,5）がある。
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Previous studies suggestthatdistorted body image is related to eating disorders.
However,itisnotclearwhetherthebodyimagedistortionoccurredatthelevelsofperception
orcognitioninthebrain.Inthisstudy,usingPCmonitors,weinvestigatedthelevelsofbody
imagedistortioninJapanesefemaleuniversitystudentsusingtwobodyimageestimation
tasks.Oneisatask forestimating cognitivedistortion,in which participantsshrink or
stretchtheirdistortedful-bodyphotographandadjustthem torealbodysize.Theotheris
ataskforestimatingperceptualdistortioninwhichparticipantsdiscriminatetheirnarrowed
orwidenedful-bodyphotographsinstantaneously.Andtherelationshipsbetweenbodyimage
distortionanddailyeatingbehavior（DutchEatingBehaviorQuestionnaire:DEBQ）andbody
size（weights,BMI,and％ fat）wereanalyzed.Theresultsshowedthatmanyparticipantshad
a tendency to overestimatetheirbody imagein both tasksand thereweresignificant
relationshipsbetween perceptualdistortion and restrained eating behavior.Theseresults
suggestthatJapanesefemaleuniversitystudentswithrestrainedeatingbehavioroverestimate
theirownbodyattheperceptuallevel.
Keywords:bodyimage（身体イメージ），eatingbehavior（食習慣），bodymassindex（BMI）
（体格指数），perceptualdistortion（知覚的歪み），cognitivedistortion（認知的歪み）
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〔研究ノート〕
それら「身体イメージの歪み」についての研究では，
絵や写真を用いた質問紙調査4）や，PCモニタに呈
示された歪んだ画像を伸び縮みさせ，実際の（ある
いは適正な）イメージを作成する課題5）を用いて自
己の身体イメージの評価を行っている。しかし，先
行研究で行われている自己の身体イメージの評価は
十分な時間をかけて行うもので，そもそも自身の身
体像を見た時点（初期の知覚段階）で身体イメージ
が歪んでいるのか，その他の様々なことを考慮した
上（複雑な心的過程を含めた認知の段階）で判断する
と歪むのかは明確ではない。
そこで本研究では，健康な女子大学生を対象とし
て，自己の「身体イメージの歪み」という問題につ
いて，初期の知覚段階での自己の身体イメージの歪
みを「知覚的歪み」，複雑な心的過程を経た自己の
身体イメージの歪みを「認知的歪み」として検討し
た。具体的には，自分の写真を用いてPCモニタに
呈示された画像を操作して現実の自己の身体イメー
ジを作成する課題と，PCモニタに呈示された自身
の様々な画像が実際より「細い」か「太い」かを即
座に判断する課題を用いて，歪んだ身体イメージが
生じる理由を検討する。もし，両方とも同様に評価
が歪むのであれば「知覚的歪み」が，前者のみで評
価が歪むのであれば「認知的歪み」がその主な要因
であることが示唆されるであろう。同時に，それら
が日常の摂食行動の傾向や結果としての体重
BMI％fatと関連するかを検討した。
方 法
実験参加者
参加者は同意を得た健康な女子大学生20名（身
長:159.9±4.3cm，体重:54.2±8.2kg，BMI:21.2±3.4，
％fat:26.3±6.8）であった。実験方法手順に関し
ては昭和女子大学において倫理委員会の承認を得た
（承認番号1212）。
課題1:認知的歪みの測定
課題1（図1A）では背景をグレーにした自身の全
身直立写真を左右に伸び縮みさせた画像が呈示され，
その呈示された歪んだ画像を該当する左右矢印キー
「←」「→」を押して伸び縮みさせながら現実の自分
と思われるところで決定キー「Enter」を押すもの
とした。矢印キーを押す回数と決定キーを押すまで
の時間に制限は設けておらず，参加者が納得のいく
自己の身体イメージで決定キーを押した。
まず，PCモニタに伸び縮みさせていない現実の
自分の画像を呈示し，モニタ上で見える自身の現実
の身体イメージを確認させた。次に，モデル画像
（すべての参加者がよく知る男性）を用いて練習を行っ
た。これは課題に慣れること，すなわち各参加者が
もつその人物の身体イメージとPCモニタ上に表示
された画像の差を確認することが目的であった。そ
のため，この練習試行では，試行ごとにその人物の
現実の身体イメージ（伸び縮みさせていない元の画像）
と回答とのずれを％表示で呈示し参加者にフィード
バックした。その後，参加者は自分自身の画像でこ
の課題を全部で36試行行った。最初に表示された
画像は実際の自分の全身直立写真を20％，15％，
10％，5％，0％，5％，10％，15％，20％に引き
伸ばしたもので，それぞれ4試行ずつランダムな順
序で行った。ただし，練習試行とは異なり試行ごと
の現実と回答とのずれのフィードバックは行わなか
った。
課題2:知覚的歪みの測定
課題2（図1B）では，背景をグレーにした自身の
全身直立写真を左右にわずかに伸び縮みしたものが
PCモニタに次々と呈示された。その画像が現実の
自分よりも「細い」か「太い」かを即座に判断し，
「細い」ならば「←」キーを，「太い」ならば「→」
キーを選択するものであった。課題1と異なり，画
像選択の制限時間を2秒とした。また，参加者には
仮に画像がほぼ現実の自分そのままだと感じても，
必ず「細い」か「太い」のどちらかのキーを選択す
るように指示した。
課題1と同様に，PCモニタ上に伸び縮みさせて
いない現実の自分の画像を呈示し，PCモニタ上で
見える現実の自己の身体イメージを確認させた。続
いて，課題1でのモデル画像と同じものを用いて練
習を行った。この練習では，各試行後に選択した
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「太い」「細い」が正解か不正解かを「○」「×」
で参加者にフィードバックした。その後，参加者は
自分自身の画像でこの課題を全部で90試行行った。
最初に呈示された画像は，8％，4％，2％，
1％，0％，1％，2％，4％，8％に引き伸ばしたも
ので，それぞれ10試行ずつ，ランダムな順序で行
った。課題2でも，練習とは異なり試行ごとの正解
不正解のフィードバックは行わなかった。
日常の摂食行動の調査
オランダ式食行動質問紙（DutchEatingBehavior
Questionnaire:DEBQ）6）の日本語版7）に 5cmの
Visualanalogscale（VAS）を当てはめた33項目
の質問用紙を用いて，日常の摂食行動を調査した。
その33項目は，抑制的摂食（restrainedeating:食べ
ることの抑制を心がけている），情動的摂食（emotional
eating:ネガティブな情動状態で摂食してしまう），外
発的摂食（externaleating:見た目や匂いに誘発され
て摂食してしまう），の3つに分類してそれぞれの摂
食行動パターンを示す指標として用いた。
身体計測
InBodyJ10（BiospaceJapanInc.）を用いて身長
体重BMI％fatの測定をした。
実験の手順
参加者に対して本研究の意義目的および内容
方法を説明し，参加者が十分に理解した上で書面に
て同意を得た。日本語版DEBQを行った後，参加
者にPCの前に移動してもらい，課題12を行っ
た。課題12内で伸び縮みさせた画像を呈示する
順序はランダムとし，課題1と2の順序も参加者ご
とにランダムにした。課題12の試行数が異なる
が，これは所要時間がほぼ同じになるように試行数
を調整したためで，課題12とも所要時間は約7
分であった。課題12の結果のフィードバックと
して，各課題が終了後に図1CおよびDを表示した。
なお，課題12で用いた写真は同じもので，実験
の1～2週間前にデジタルカメラで撮影した全身像
であり，服装髪型化粧については日常的なもの
とした。最後に，身体計測（身長体重BMI
％fat）を行い，実験を終了した。実験前の行動や
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図1 本研究で用いた「身体イメージの歪み」を測定する課題
A.「認知的歪み」を測定する課題 B.「知覚的歪み」を測定する課題
C.「認知的歪み（cognitivedistortion）」の算出法
D.「知覚的歪み（perceptualdistortion）」の算出法
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食事には特に制限を設けなかった。
「認知的歪み」「知覚的歪み」の評価
図1Cのように，決定した自己の身体イメージは，
最初に呈示した画像のずれの大きさによる一定の変
化の傾向は認められなかった。そこで，その平均値
を算出し，「認知的歪み」の大きさとした。「＋」の
値は自己の身体イメージを過大評価（より太い身体
イメージを自分とする），「－」の値は過小評価（より
細い身体イメージを自分とする）を示すものであった。
次に課題2において，参加者に「身体イメージの
歪み」がない場合には，伸び縮みさせていない画像
が呈示されたときに「細い」と回答する確率が
50％になると考えられる。逆に考えると，「細い」
と回答する確率が50％となる画像を参加者が自己
の身体イメージと認識しているということになる。
そこで，図1Dのように最初に呈示した画像のずれ
の大きさ（・）と「細い」と回答した確率（・）の関
係をシグモイド関数 ・・1・
1
1・e・p・a・b・・・・
（図
1DのS字型曲線）に適合させて定数a,bを求めた。
このときの定数bを，50％の確率で「細い」と回
答することが予想される呈示した画像の「ずれ」の
大きさ，すなわち「知覚的歪み」とした。
結 果
課題1と2での自己の身体イメージの結果を比較
したものを図2Aに示した。課題1の「認知的歪み」
は14名が正の値をとり，その平均値は3.55で0よ
り有意に大きかった（t（19）＝2.38,p＝0.028）。課題2
の「知覚的歪み」は19名が正の値をとり，その平
均値は1.18で0より有意に大きかった（t（19）＝3.92,
p＝0.001）。すなわち，多くの参加者は実際よりも引
き伸ばされた「太い」画像を自己の身体イメージと
評価していることを示した。また，歪みは「知覚的
歪み」より「認知的歪み」のほうが正に大きかった
が，両者の間に有意差はみられなかった（t（19）＝1.73,
p＝0.098）。
自己の身体イメージの課題1と2の関係について
図2Bに示した。課題1と2のずれの大きさには有
意な相関が認められた（r（20）＝0.498,p＝0.025）。し
かし，課題12ともに極端に大きな値をとった1
名（図中の○）のデータを除くと有意な相関は認め
られなくなった（r（19）＝0.012,p＝0.962）。ただ，こ
の1名を除いても「認知的歪み」「知覚的歪み」と
もに0より有意に大きく，両者の間に有意差は認め
られない点は同じであった。
課題12のずれの大きさとDEBQの3つの指標
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図2「認知的歪み（cognitivedistortion）」と「知覚的歪み（perceptualdistortion）」
A.全20名のデータ B.両者の関係を示す散布図 極端なデータ1名（○）
を含めた場合の回帰直線が点線（p＜0.05），除いた場合の回帰直線が破線
（p＞0.05）
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および体重BMI％fatを比較したところ，有意
な相関がみられたのは課題2のずれの大きさとDEBQ
の抑制的摂食のみ（r（20）＝0.445,p＝0.049）であった
（図3）が，これも上記の1名（図中の○）のデータ
を除くと有意な相関は認められなくなった（r（19）＝
0.250,p＝0.312）。
考 察
最初に，方法論上の問題について触れておく。本
研究では，自己の身体イメージの評価に，とくに服
装髪型化粧を指定しない，日常的な姿での参加
者の全身像を用いた。それゆえ当然，服装髪型
化粧による影響が課題12における評価に含まれ
ている。身体イメージの研究としては，ボディーラ
インが明確になるように服装髪型化粧を統一し
てそれらの違いによる影響を排除したほうがよい。
しかし，本研究では主に以下の2つの理由でそのよ
うな手法を採用しなかった。第一に，普段の見慣れ
ていない全身像を呈示されることで，かえって評価
が難しくなってしまう可能性がある。第二に，ボデ
ィーラインが明確になる服装を採用した場合に，参
加を拒否される可能性が高くなり，また参加者層に
も偏りが生じる可能性がある。それゆえ本研究では
あえて，参加者自身が普段見慣れた，とくに服装
髪型化粧を指定しない，日常的な姿での参加者の
全身像を用いた。こうした測定誤差的な影響を含ん
でもなお，全体として以下の傾向が認められた。
参加者の多くが課題12のどちらにおいてもわ
ずかであるが自己の身体イメージを過大評価する傾
向があるという結果となった。民族や年齢層によっ
て理想的な身体イメージに違いがあるとしても，女
性は男性よりも自分の体重に不満であり，大多数の
人はせることを好むことが報告されている
8）。今
回の実験結果にも，そうした理想の身体イメージに
対する認識ややせ願望が影響していると考えられる。
課題1と2の関係では，参加者全体でみると課題
1と2の歪みの大きさに有意な正の相関が認められ，
「認知的歪み」が大きいと「知覚的歪み」も大きい
という関係があることが示唆された。しかし，課題
12ともに極端に大きな歪みの値をとった1名を
除くと課題1と2の間に有意な相関関係がみられな
くなった。一般的な女子大学生の傾向として，課題
2ではわずかだが正の値をとる（自己の身体イメージ
を過大評価する）傾向があり，課題1ではそれとは
無関係に大きくバラつくことを表していた。すなわ
ち，自己の身体イメージの知覚そのものの過大評価
側へのわずかな歪みが課題1の結果に反映され，そ
してさらに，「実際よりも自分を細いと評価してい
たら恥ずかしい」「でもあまり極端に評価してもわ
ざとらしい」などの様々な心的過程に影響された極
端な過大評価あるいは過小評価が課題2の結果に反
映されていると解釈できるかもしれない。ただし，
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図3 DEBQにおける抑制的摂食スコアと「知覚的歪み」の関係を示す散布図
極端なデータ1名（○）を含めた場合の回帰直線が点線（p＜0.05），除いた
場合の回帰直線が破線（p＞0.05）
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課題1のずれの値が課題2のそれよりも大きい理由
として，最初に呈示した画像のずれが課題1では±
25％であったのに対して，課題2では±8％であっ
たことが含まれることを考慮する必要がある。今後
さらに参加者を増やすことで，より確実な解釈が可
能になるであろう。
課題 12の「ずれ」の大きさと体重BMI
％fatに有意な相関は認められなかった。この結果
は，実際の身体サイズは自己の身体イメージの知覚
や認知にはあまり反映されないことを示している。
一方，課題2の「ずれ」の大きさとDEBQの抑制
的摂食にのみ有意な正の相関が認められた。これは，
「知覚的歪み」と抑制的な摂食行動パターンが関係
している可能性を示唆している。つまり，自らの摂
食行動に制限をかけ，常に我慢しているという認識
のある者は自己の身体イメージの「知覚的歪み」が
大きくなる傾向にあると考えられる。強い食事制限
によるダイエットには自己の身体イメージの認識を
歪ませる可能性が高いと推測できる。しかしこの相
関関係も極端に大きな歪みの値をとった1名を除く
と有意ではなく，一般的な女子大学生においてそれ
ほど強い関係性があるわけではないと考える。
まとめると，本研究では自己の身体イメージの
「歪み」が生じる理由，また，その「歪み」が日常
の摂食行動の傾向や体重BMI％fatと関連して
いるかを健常な20名の女子大学生で検討した。そ
の結果，大多数の参加者の自己の身体イメージにわ
ずかではあるが過大評価する方向に「知覚的歪み」
が生じていることが確認された。一方で，「認知的
歪み」の傾向は様々で，より過大評価する者や逆に
過小評価する者もみられた。さらに，その「歪み」
の大きさには体重BMI％fatとの関係は認めら
れず，「知覚的歪み」と抑制的摂食行動が関係して
いる可能性が示唆された。
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